代 劇」 を 有って ゐ ない。 この 点で、 恐らく 異存 を 挟む 

もの は あるまい。 これ は 決して 近代の 日本が、 まだ 一 

人の スト リンドべ リイ、 一人の チェ ホフ、 一人の ポル 

ト. リシ ュ、 一人の ショォ を 生んで ゐな いとい ふやう 

な 「看板の 大小」 の 問題で はない。 現代の 日本が、 ま 

だ 「近代劇」 を 生むべき 「芸術的 雰囲気」 を 有って ゐ 

ない とい ふので ある。 つまり、 もっと 適確に 云へば、 

現代の 日本人 はどうい ふ 演劇が、 過去の 演劇に か はつ 

て、 自己の 芸術的 欲求 を 満たし 得る か を 知らずに ゐる 

ので ある。 

これ を、 劇作家 乃至 俳優に ついて 云へば、 日本 古来 



葉が 気に入らなければ、 「正しい 理解と 本質的な 摂取」 

—— かう 云っても いい。 言ひ換 へれば、 西洋の 芝居 を 

観て (へたな 翻訳 劇な ど を 云 ふので はない) 面白い と 

思った その 面白さが、 日本語で 書かれた 戯曲の 中に 盛 

られ、 日本語で 演ぜられる 舞台の 上で 聴かれれば、 そ 

れで いいので ある。 

そこで、 この 「面白さ」 であるが、 結局 これ は、 真 

似ようと 思 つ て 真似られる もので はな い。 「完全に 真 

似た」 と 思 ふ 時には、 既に、 「自分の もの」 が 出来 上つ 

てゐ るので あらう と 思 ふ。 日本の 「現代劇」 これ 



が、 何も、 西洋 劇の 研究から のみ 生れる と 云 ふので は 

ない。 歌舞伎 劇の 伝統から、 新しい 「現代劇」 が 生れ 

ない とも かぎらない。 しかし、 近代 日本の 文化が、 泰 

西 文化の 好ましい 影響 を 受けて、 ( 一 方に は 好まし か 

らぬ ものが あるが) どれ だけ 希望 ある 未来 を 示して ゐ 

るか。 それに 気がつけば、 「日本 現代劇」 の 発達が、 「西 

洋劇」 から、 貴重な 啓示 を 受ける こと も、 さほど 不自 

然 では あるまい。 

さて、 今日の 若い 劇壇で、 西洋 劇の 影響 を 受けて ゐ 

ない 作家と いふ もの は、 殆どない やうで あるが、 そし 



それ は 御尤もで あるが、 芸術的で あれば 長す ぎても い 

いと 云 ふわけ はない。 芝居で、 長す ぎる とい ふこと は、 

禁物で ある。 

「劇的 文体」 の 完成、 「舞台 的 対話」 の 洗煉、 これが 若 

い 劇作家に とって、 目下の 急務で あると 同時に、 一方、 

俳優 は、 「台詞の ニュアンス」 に対して 敏感な 頭脳 を 作 

る こと、 そして、 これに 決定的な 表現 を 与へ る こと、 

これ 以外に、 新しい 演技の 出発点 は 求められない。 二 

九 二 五 • 二) 
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